｢モッシュ｣とは何か by 倉田 量介
This paper reconsiders the significance of the mosh dealing with domestic 
and abroad cases. It is the enthusiastic feeling expression shown by an 
audience of rock music mainly. I ask whether that is a phenomenon of a 
deviation or not from the point of view as the system of management and 
of monitor. The concept of cultural industry and the preceding research 
works about an ideology are examined and several theories of marketing 



























































































































Mathesis Universalis Volume 18, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第18巻　第２号
－4－







































































































































Mathesis Universalis Volume 18, No.2／マテシス・ウニウェルサリス　第18巻　第２号
－8－








｢明証｣ や ｢徴募｣ などの呼びかけに応じて、多数のなかから具体的な個人が
抽出され、働く主体として再生産されるイメージにあたる。






































































































例外にはあたらない。｢消費｣ の決断においては ｢ブランド｣ といった装置が
一種のイデオロギーとして機能する。では、実践レベルでそれに対抗する潮流

















仮に ｢印｣ がアイデンティティを表象するマーク、すなわち ｢主体｣ を特定
するシンボルと解釈されるにしても、｢無印｣ は必ずしも ｢主体｣ の無化を意味











































































































































































































｢無印良品｣ は堤による ｢シアーズ・ローバックのラボラトリー｣ の視察で
着想されたという。そこでは ｢どうやったら安いカメラが作れるか研究｣［堤
＆三浦 2009：94］され、質を落とさないコスト削減にアイデアを与えた。
｢ふるさと名品｣ や ｢主婦の目商品｣ なる先行の試みは高くつき、成功しな
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の選択にあり、堤はそれを ｢反体制商品｣ と呼んだが、｢無印良品｣ は青写真
をある程度は体現した。
その一方、都市計画への態度で微妙な差異を示すのが、『無印都市の社会学』
［近森＆工藤 2013］という書名にみえる ｢無印｣ の解釈であろう。
そこにおける ｢無印｣ とは、建築家のレム・コールハース（Rem Koolhaas）
が ｢グローバリゼーションを背景に世界中に増殖しつつある，無個性的でアイ






































































などの ｢感情労働が伝える感情｣ にほかならない［ブライマン 2008：190］。
期待されるのは ｢感情労働の受け手に従業員やその組織に対して好感をもた





的な絆｣ で ｢会社やチームへの献身的参加｣ を責任づける ｢企業理念の設定
と組織文化価値の創出｣［ブライマン 2008：190］が評価され始めたといえる
のであり、先駆的な現場がディズニー・テーマパークであった。
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｢組織文化を巧みに操る｣ うえで、｢絆を創り出す主要なメカニズム｣ は ｢従
業員の感情を資源として引き出す強力な参加型文化を創造｣ することに通じる。




























































であり、それが ｢質の高いサービス｣ をうながす［ブライマン 2008：231］。
｢消費者主権の原理を採用する顧客ケアプログラムの多くがTQMの影響を






























































女性ファンの親密圏｣ が成立し、それが ｢同性同士の友情関係｣ と重なり合う
という。そうした ｢友情の二重構造｣ は、｢男性アイドルから読み取れる同性
同士の理想的な関係性と、女性同士が構築する同性同士の関係性との構造の一





散｣ と ｢凝集｣ の二重性と換言されうる。｢同型の関係性をファン同士でも再
現｣ するところに台湾ジャニーズファンの特徴がみられる。｢機能的な友愛｣
と ｢精神的な満足｣ からなる二重構造とみなすこともできる［陳 2014：190］。
｢社会関係でもファン同士の関係性に高い優先度｣ がおかれる。｢アイドルに







イドルのもとで ｢凝集｣ しつつ、かつ ｢サブコミュニティー外部のファンとも







すい関係｣ ゆえ、｢意思｣ や ｢感情的な満足｣ のみを紐帯とする結びつきが実
感されやすい［陳 2014：192］。
ジャニーズには、ファンの当事者主観にとって ｢純粋な友情｣ や ｢純粋関
係｣ として映る条件が整っているわけである。本来、所属グループやユニット





























振り返る。まず ｢セゾン文化｣ と名づけられる潮流があった。｢反体制商品｣ を






画を反映している。根底には、｢マクドナルド化｣ と ｢ディズニー化｣ の現象



















































































































































｢サークル｣ や ｢ストーム｣ という ｢モッシュ｣ は、キューバのカーニバルにも
似た様式がみられ、ルンバの ｢ルエダ｣ というダンスにも近い。｢モッシュ｣ が

































































































































｢モッシュ｣ の前提は ｢集団｣ である。広義ではひとりの場合も含まれうる
が、建前として、｢個人｣ では起こりえない。ただし、既存の ｢秩序｣ と拮抗し、
｢統制｣ された行動でもない。学術用語でいえば、｢カオス（混沌）｣、肯定的な
解釈では、｢コミュニタス｣ を連想させる。個別の属性を越えることに特徴が










てくる。そうした分析に有効となるのが、｢感情労働｣ や ｢美的労働｣ など、
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３）原題Dialektik der Aufklärungほか、補足として、『音楽社会学序説Einleitung in die 
Musiksoziologie』（Theodor W. Adorno, 1962）等も参照されたい。
４）そこから、日本の女性向け恋愛漫画にみられる「BL（ボーイズラブ）」との比較も注目
される。
５）当番組については、早稲田大学博物館主催「新宿1968-69ドキュメンタリー×ハプニング
×ジャズ」（2016）というシンポジウムで第１回が上映され、議題となった。
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